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研究成果の概要：本研究により、管腔内を移動する内視鏡のビデオ映像から精度の高い立体情報

を抽出する新しい手法が確立できた。また単眼内視鏡による1枚の写像の輝度
値を距離情報に変換し、視差をもつ2枚の画像を作成することで立体視を可能
にする技術を開発した。また作成した画像に適当な変形を施す手法も確立した
。この技術を腹腔鏡映像に応用することで、腹腔鏡手術において、術前のCT
画像を変形し、腹腔鏡画像に重ねて、主要な血管などの構造物の位置を見出す
ナビゲーションシステムが確立できた。 
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１．研究開始当初の背景 

CT 画像から擬似的な内視鏡画像を作る手法
が広く臨床的に試みられるようになったが
実際の内視鏡画像と比べると解像度が劣り、
色彩情報を欠く。CT 画像と実際の内視鏡画像
を融合すれば、管腔臓器の内面を精細かつ立
体情報を含んだ画像として表示することが
可能であるが、手技上の制約が多い。この問
題点を解決するひとつの試案として、別な日
に取得した画像から別々に全体画像を作成
し、ランドマークをそろえて合成する手法を
発案した。われわれは管腔内を移動する内視

鏡の映像から自動的に立体的な全体画像を
作成する手法を開発した。しかしこの方法に
は画質の向上と内視鏡の位置情報の付与と
いう課題が残っていた。 
 

２．研究の目的 

本研究の目的は、CT 画像から得た仮想内視
鏡画像と、通常の内視鏡による実画像から作
成した全体画像を融合させることであり、そ
の核心部は内視鏡ビデオ映像から作成する
全体画像の精度を向上させることである。さ
らに複数の異種画像を融合するためには、適

研究種目：基盤研究 （C） 

研究期間：2007～2008 

課題番号：１９５００３８０ 

研究課題名（和文） ＣＴ画像との融合のための管腔臓器内視鏡画像全体化の研究 

  

研究課題名（英文） Processing an opened image tubular organs from endoscopic video image 

for fusion with CT image. 

研究代表者 

五十嵐 辰男（IGARASHI TATSUO） 

千葉大学・フロンティアメディカル工学研究開発センター・教授 

研究者番号：７０３０２５４４ 

 

  

 

 



 

 

当な変形と対応点の抽出が必要であり、この
部分の本研究のサブテーマとした。 

 

３．研究の方法 

本研究は以下の方法によった。 

① 内視鏡の動きをモニターする機構の試作
とそれによる全体画像の補正 

② 内視鏡のビデオ映像中の関心領域から各
ピクセルの輝度を抽出し、γ補正の後、
内視鏡と対象物との相対距離を算出する
ことで、より正確な立体座標を算出 

③ 臓器のような軟性物の変形アルゴリズム
をもちいた全体画像の変形手法の確立 

④ ＣＴ画像から得た仮想内視鏡による全体
画像との融合と仮想空間での評価。 

 

４．研究成果 
①内視鏡を駆動する直動装置を作成し、内視

鏡の動きと、内視鏡ビデオ映像による全体
画像作成を同期させるシステムを構築し
た（右上図）。 

 

この装置により精度の高い画像を得るこ
とができ、特許出願をした。 

②内視鏡ビデオ画像のピクセル輝度情報を
補正し、相対的な立体情報を抽出する技術
を確立し、対応点の設定方法に自由度が高
まった（下図）。 

 
上：食道の全体画像、下：立体表示画像 

 

③内視鏡映像から立体情報を抽出する研究
過程から、従来の単眼内視鏡画像をそのま
ま立体表示する手法を確立し、特許出願を
おこなった（下図）。 

 

左上：元画像、中央：右目用画像、右：左
目用画像 

④CT 画像との融合に十分な画像を提供する
ことができた。しかし、CT による仮想内視
鏡画像の画質に問題があり、精度などの問
題から融合画像作成の自動化には至って
いない。 

⑤一方この技術を腹腔鏡画像に応用し、CT 画
像を変形させて手術中に腹腔鏡映像と合
成し、腹腔鏡手術ナビゲーションシステム
を作成することができた（下図）。 

 

左：腹腔鏡実画像、右：立体 CT画像合成画
像（腎動脈の位置が示される。）。 
この手法は学内倫理委員会の承認のもと、

臨床試験を行なっている。 
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